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当科における胸腺腫20例の経験

芝木泰一郎、矢野智之、前田憲志、中村文隆、竹之内伸
郎、藤森 勝、関下芳明、塩野恒夫、黒島振重郎、山口
潤



当科では1981年１月から1994年７月の間に58例の縦

隔腫傷症例を経験した。

内訳は，胸腺腫傷24例（41.4％)，奇形腫３例，神

経原性腫傷10例，先天’性雲胞６例，縦隔内甲状腺腫７

例，その他８例で，胸腺腫傷24例の中で胸腺腫は20例

（全症例の34.5％，胸腺腫傷症例の83.3％）であった。

(図１，２）

胸腺腫症例の患者内訳は男性11例，女性９例。患者

平均年令は全体で54.8歳（最年小18歳，最年長78歳)。

胸腺腫は前縦隔腫傷の中では比較的よく見られる疾

患で，重症筋無力症などの自己免疫疾患を合併するこ

とで知られている。その病理学的特徴としては，局所

浸潤傾向が強く，遠隔転移が比較的少ないとされてい

るものの，悪性のポテンシャルを十分備えた腫傷とし

てとらえられており，特に進行例においてはその治療

に難渋することが少なくない。

当科では1981年１月から1994年７月までの約13年間

に胸腺腫症例を20例経験した。この度，これら20例に

ついて治療と予後を中心に検討を行ったので若干の文

献的考察を加え報告する。

なお，生存率の計算にはKaplanMeier法を用い，

生存率の比較検定にはgeneralizedWilcoxon法を用い

た。
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1986年１月から1994年７月の間に，当科では20例の胸腺腫症例を経’験した。

その患者内訳は，男11例，女９例で平均年令は54.8歳（男59.0歳，女49.6歳）であった。
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正岡の分類に従って分類すると，ステージ１：８例，ステージ２：３例，ステージ３：７

例，ステージ４：２例で，非浸潤型（ステージ１）症例と浸潤型（ステージ２，３，４）

症例との間では，術後生存率に有意差が認められた。浸潤型症例には全例放射線照射，化

学療法のいずれかまたは両者が併用された。

胸腺腫は潜在的には悪性のポテンシャルを有する腫傷と考えられている。従って，特に

浸潤型の症例に対しては，より根治性の高い手術・放射線療法・化学療法の三者併用療法

が必要である。

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：胸腺腫，外科的治療，併用療法‘

平成７年１２月

頻度。'性別・年令はじめに

ｒ
い
ｒ
ｌ
ｋ
ｑ
１
１
１
ｒ
‐
．
，

Ｌ
Ｌ

帯広厚生病院外科'）

同病理2）

その他８

－４０－

１
１
Ｉ

奇形腫３
神経原性腫傷１０

図１縦隔H重傷内訳

先天性嚢胞６

1合計５８１

胸腺煙霧

２４

縦郭内甲状腺腫７

‐
ｌ
ｉ

：
噸
…
Ｉ










	cover
	2011年08月16日14時38分16秒

